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旧誠道小学校利活用支援補助金 住宅・建築物耐震化促進事業補助金
本市の地域活性化および交流人口の拡大に
資する事業に対して企業版ふるさと納税を

財源とした補助金の増額

支援制度の新設などにより不足する、
木造住宅耐震診断業務委託料および
耐震改修などに対する補助金の増額

1,289 万円 1,049 万円

令和６年度補正予算

市民交流センター防犯カメラ増設事業 フリースクール利用料等補助金
一部利用者による迷惑行為の頻発が

問題となっていることから、利用環境の改善を
はかるため、市民交流センターの２階に

防犯カメラ６台を増設

フリースクールなどに通う児童・生徒を持つ
保護者の負担を軽減するため、通所に係る

費用の一部または全部を助成

264 万円 176万円

令和６年８月臨時会・９月定例会令和６年８月臨時会・９月定例会
(議決結果・令和６年度補正予算 )( 議決結果・令和６年度補正予算 )

　境港市議会では、８月６日に臨時会が開かれ、続いて９月３日から24日間の会期で９月定例会が開かれま
した。「令和６年度境港市一般会計補正予算」など予算５議案、「境港市税条例等の一部を改正する条例制定
について」など条例３議案、人事その他９議案が上程されました。審議、採決の結果、議案はすべて原案の
とおり可決され、「令和５年度境港市一般会計歳入歳出決算の認定について」など７議案については、決算
審査特別委員会を設置し、同委員会に付託されました。
　また、提出された「健康保険証の廃止をしないよう求める請願」は、審議の結果、不採択。「『持続可能な
学校の実現をめざす』実効性ある学校の働き方改革、長時間労働是正を求める意見書採択の陳情」など陳情
６件は、審議の結果、採択は１件、不採択は５件となりました。議員提出議案「実効性のある学校の働き方改革、
長時間労働是正を求める意見書の提出について」は、原案のとおり可決されました。
　議決結果はＰ４とＰ５に、総務民教委員会報告と合わせて掲載しています。
　また、このたび可決した一般会計補正予算から、主な事業と予算委員会での質疑・意見を紹介します。
　なお、議決結果は、市議会ホームページからもご覧いただけます。
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令和６年９月定例会予算委員会報告

予算委員会での質疑・意見予算委員会での質疑・意見

【旧誠道小学校体育館等解体事業】【旧誠道小学校利活用支援補助金】
　旧誠道小学校については、体育館とプールの解体に関する説明と、利活用に賛同する
企業からの企業版ふるさと納税 5件分を財源に、（株）SC鳥取の旧誠道小学校改修事業
への補助金交付の説明がありました。
　委員からは、旧誠道小学校の跡地利用の進捗状況などについての質疑がありました。
　なお、討論において「企業版ふるさと納税は、大手企業への優遇税制で賛同しかねる」
といった発言がありました。

【市民交流センター防犯カメラ増設事業】
　委員からは、設置の経緯や確認の方法などの質疑がありました。
　防犯カメラの増設については、それによるマイナス要因があるとの意見があったことか
ら、議員間討議を実施しました。
　討議の中では「カメラで監視されることで来館者が少なくなる」とのマイナス要因が
示された一方で、多くの委員からは「防犯上必要であり、注意喚起につながる」「録画を
確認することにより、間違った注意や指導を防ぐことができる」との発言がありました。
　なお、防犯カメラ運用のガイドラインについては、今後、総務民教委員会で協議してい
くことを確認しました。

【フリースクール利用料等補助金】

【介護保険費特別会計補正予算】
　内訳は、要介護認定の申請件数の増加に
ともない不足する認定調査の委託費用と、
令和 5年に概算払いを受けた国や県からの
交付金などの精算にともなう返還金との説
明を受けました。
　委員からは「認定調査を外部委託業者だ
けで対応できるのか」といった質疑があり
ました。

　制度についての説明を受けた後、委員からは、本市の不登校の現状として、フリースクー
ルに通う児童数や、その後の進路状況などの質疑と、補助金額の内容の詳細についての質
疑がありました。
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第55号

第56号

第57号

第58号

第59号

第61号

第62号

第69号

第64号

第65号

第67号

第68号

第70号

第71号

第72号

第73号

第74号

第75号

第76号

第77号

第78号

令和６年度境港市一般会計補正予算（第５号）

教育委員会委員の任命について

公平委員会委員の選任について

職員懲戒審査委員会委員の任命について

職員懲戒審査委員会委員の任命について

令和６年度境港市介護保険費特別会計補正予算（第１号）

令和６年度境港市公共下水道事業会計補正予算（第２号）

令和６年度境港市一般会計補正予算（第７号）

境港市税条例等の一部を改正する条例制定について

境港市公園条例等の一部を改正する条例制定について

市道の路線の廃止について

市道の路線の認定について

財産の取得について（追認）

工事請負契約の締結について

令和５年度境港市一般会計歳入歳出決算の認定について

令和５年度境港市国民健康保険費特別会計歳入歳出決算の認定について

令和５年度境港市駐車場費特別会計歳入歳出決算の認定について

令和５年度境港市介護保険費特別会計歳入歳出決算の認定について

令和５年度境港市市場事業費特別会計歳入歳出決算の認定について

令和５年度境港市後期高齢者医療費特別会計歳入歳出決算の認定について

令和５年度境港市公共下水道事業会計決算の認定及び剰余金の処分について

番 号 案　　　　件　　　　名 議決結果

原案可決

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

閉会中の
継続審査
閉会中の
継続審査
閉会中の
継続審査
閉会中の
継続審査
閉会中の
継続審査
閉会中の
継続審査
閉会中の
継続審査

令和６年８月臨時会・９月定例会　議決結果一覧表【全会一致で議決したもの】

賛成：○　反対：×　（注）賛否状況は全て案件に対する各議員の賛否状況を記載しています。

※このほか報告が8月臨時会に1件、９月定例会に2件ありました。

令和６年９月定例会　議決結果一覧表【賛否の分かれたもの】
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会

予　算
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予　算
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提出者

市　長

予　算

条　例

その他

議員提出議案

会　議

第60号

第63号

第66号

第２号

第１号

第10号

第11号

第12号

第13号

第14号

第15号

令和６年度境港市一般会計補正予算（第６号）

境港市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定について

鳥取県後期高齢者医療広域連合規約の変更に関する協議について

実効性のある学校の働き方改革、長時間労働是正を求める意見書の提出について

健康保険証の廃止をしないよう求める請願

「持続可能な学校の実現をめざす」実効性ある学校の働き方改革、長時間労働是正を求める意見書採択の陳情

能登半島地震の状況を受けて、安定ヨウ素剤の積極的な事前配布を求める陳情
UPZ圏内の避難計画の重要な対策である屋内退避の運用に関する検証結果が明らかになるまで再稼働の延期を
中国電力に求める陳情
中国電力に対して島根原発２号機の再稼働中止を求める陳情
能登半島地震を受けた島根原発に係る国及び中国電力への申入れに対する回答に対して、国と中国電力への
再度の照会と、中国電力に対して島根原発２号機の「再稼働の了解」を一旦撤回することを求める陳情
能登半島地震を受けた島根原発に係る国及び中国電力への申入れに対する回答に関して住民説明会の開催を
求める陳情

区　分 番　号

陳　　情

請　　願

■境港市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定
　『行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法
律』いわゆる『マイナンバー法』などの一部を改正する法律の制定により、
12 月 2 日から被保険者証の発行を終了することにともない、所要の改正を行
うとの説明がありました。
　委員からは、保険料滞納者への対応についての質疑がありました。また「マ
イナンバーカードの保険証一本化には課題が残っており賛同しかねる」という
意見がありました。
 
■能登半島地震の状況を受けて、安定ヨウ素剤の積極的な事前配布を求める陳情
　これは原子力発電所から 5km 圏内の PAZ と同様に 30km 圏内の UPZ に
おいても、安定ヨウ素剤の配布率を上げるための積極的な方法を検討すること
を求めるもので、委員からは「新潟県において大雪などを考慮し、積極的な配
布を行っている例があり、賛同する」との意見がありました。一方で「希望者
への配布はできている」という意見や「きちんと管理された場所で使用法など
の確認を行い、適正に利用できる環境を整備することが重要である」との意見
がありました。

■中国電力に対して島根原発 2 号機の再稼働中止を求める陳情
　国では原発の稼働期間の延長など原発を推進しているが、原発はコストもリ
スクも高いとして島根原発 2 号機の再稼働の中止を求めるもので、委員から
は「島根原発 2 号機については原子力規制委員会で安全性について確認がな
され、対応している」との意見や「国の政策変更について国民に十分な説明が
なされていない」という意見がありました。

総務民教委員会での質疑・意見

令和６年８月臨時会・９月定例会（議決結果）
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第55号

第56号

第57号

第58号

第59号

第61号

第62号

第69号

第64号

第65号

第67号

第68号

第70号

第71号

第72号

第73号

第74号

第75号

第76号

第77号

第78号

令和６年度境港市一般会計補正予算（第５号）

教育委員会委員の任命について

公平委員会委員の選任について

職員懲戒審査委員会委員の任命について

職員懲戒審査委員会委員の任命について

令和６年度境港市介護保険費特別会計補正予算（第１号）

令和６年度境港市公共下水道事業会計補正予算（第２号）

令和６年度境港市一般会計補正予算（第７号）

境港市税条例等の一部を改正する条例制定について

境港市公園条例等の一部を改正する条例制定について

市道の路線の廃止について

市道の路線の認定について

財産の取得について（追認）

工事請負契約の締結について

令和５年度境港市一般会計歳入歳出決算の認定について

令和５年度境港市国民健康保険費特別会計歳入歳出決算の認定について

令和５年度境港市駐車場費特別会計歳入歳出決算の認定について

令和５年度境港市介護保険費特別会計歳入歳出決算の認定について

令和５年度境港市市場事業費特別会計歳入歳出決算の認定について

令和５年度境港市後期高齢者医療費特別会計歳入歳出決算の認定について

令和５年度境港市公共下水道事業会計決算の認定及び剰余金の処分について

番 号 案　　　　件　　　　名 議決結果

原案可決

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

閉会中の
継続審査
閉会中の
継続審査
閉会中の
継続審査
閉会中の
継続審査
閉会中の
継続審査
閉会中の
継続審査
閉会中の
継続審査

令和６年８月臨時会・９月定例会　議決結果一覧表【全会一致で議決したもの】

賛成：○　反対：×　（注）賛否状況は全て案件に対する各議員の賛否状況を記載しています。

※このほか報告が8月臨時会に1件、９月定例会に2件ありました。

令和６年９月定例会　議決結果一覧表【賛否の分かれたもの】
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第60号

第63号

第66号

第２号

第１号

第10号

第11号

第12号

第13号

第14号

第15号

令和６年度境港市一般会計補正予算（第６号）

境港市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定について

鳥取県後期高齢者医療広域連合規約の変更に関する協議について

実効性のある学校の働き方改革、長時間労働是正を求める意見書の提出について

健康保険証の廃止をしないよう求める請願

「持続可能な学校の実現をめざす」実効性ある学校の働き方改革、長時間労働是正を求める意見書採択の陳情

能登半島地震の状況を受けて、安定ヨウ素剤の積極的な事前配布を求める陳情
UPZ圏内の避難計画の重要な対策である屋内退避の運用に関する検証結果が明らかになるまで再稼働の延期を
中国電力に求める陳情
中国電力に対して島根原発２号機の再稼働中止を求める陳情
能登半島地震を受けた島根原発に係る国及び中国電力への申入れに対する回答に対して、国と中国電力への
再度の照会と、中国電力に対して島根原発２号機の「再稼働の了解」を一旦撤回することを求める陳情
能登半島地震を受けた島根原発に係る国及び中国電力への申入れに対する回答に関して住民説明会の開催を
求める陳情

区　分 番　号

陳　　情

請　　願

■境港市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定
　『行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法
律』いわゆる『マイナンバー法』などの一部を改正する法律の制定により、
12 月 2 日から被保険者証の発行を終了することにともない、所要の改正を行
うとの説明がありました。
　委員からは、保険料滞納者への対応についての質疑がありました。また「マ
イナンバーカードの保険証一本化には課題が残っており賛同しかねる」という
意見がありました。
 
■能登半島地震の状況を受けて、安定ヨウ素剤の積極的な事前配布を求める陳情
　これは原子力発電所から 5km 圏内の PAZ と同様に 30km 圏内の UPZ に
おいても、安定ヨウ素剤の配布率を上げるための積極的な方法を検討すること
を求めるもので、委員からは「新潟県において大雪などを考慮し、積極的な配
布を行っている例があり、賛同する」との意見がありました。一方で「希望者
への配布はできている」という意見や「きちんと管理された場所で使用法など
の確認を行い、適正に利用できる環境を整備することが重要である」との意見
がありました。

■中国電力に対して島根原発 2 号機の再稼働中止を求める陳情
　国では原発の稼働期間の延長など原発を推進しているが、原発はコストもリ
スクも高いとして島根原発 2 号機の再稼働の中止を求めるもので、委員から
は「島根原発 2 号機については原子力規制委員会で安全性について確認がな
され、対応している」との意見や「国の政策変更について国民に十分な説明が
なされていない」という意見がありました。

総務民教委員会での質疑・意見

令和６年８月臨時会・９月定例会（議決結果）
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市政を問う
議員11人が一般質問を行いました。

【一口メモ】

議事録は議会事務局やホームページで閲覧できます。

ページ 質問事項 質問議員

代表質問

関連質問

各個質問

各個質問

各個質問

各個質問

各個質問

各個質問

各個質問

各個質問

各個質問

森岡　俊夫

米村　一三

田口　俊介

加藤　文治

安田　共子

吉井　　巧

伊藤　康弘

荒井　秀行

松本　晶彦

景山　　憲

足田　法行

７・８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

一般質問には、所属する会派を代表して行う「代表質問」（境港市議会では3人以上の
会派のみ）と、議員個人の立場・観点で行う「各個質問」があります。
議会だよりの質問ページは、質問を行った1議員については最大1ページとしています

が、上記の「代表質問」と「各個質問」では性質や質問時間が異なるため、「代表質問」
を行う場合は会派内でページ配分をしています。
各議員は掲載した以外にも質問をしていますが、議会だよりでは、スペースの都合

上、議員本人が質問と答弁を要約しています。

①誰もが安心して暮らせる「支え愛」の政策について
②誠実な行政運営について
③防災対策について
④地域を担う人材育成のための人づくりについて

①伊達市政２期目の重点方針について～小中学校の再編について～
②伊達市政２期目の重点方針について～市庁舎の建て替えについて～

①不登校児童生徒に寄り添う施策について
②本市の防災対策について
③難聴者支援の更なる充実について

①歴史教科書について
②市庁舎の建て替えについて

①原子力防災、原発の安全対策、核燃料サイクルについて
②地域公共交通、ＡＩ活用型オンデマンドバス実証運行事業について
①防災対策について
②地域公共交通の構築について
①市内の道路管理について
②予防接種について
①大切な海を守る環境づくりや空き家などの生活環境対策について
②小中学校の再編について
①子育て支援・人口減少対策について
②防災対策について

①浸水対策に向けての具体的な河川改修や雨水幹線に繋ぐ側溝改修促進などに
ついて
②現場作業にあたる職員の夏場の安全対策について

①能登半島地震を踏まえた防災基本計画と女性の視点から見た防災について
②介護・認知症における地域共生社会の推進について
③視覚障がい者の支援について

一 般 質 問
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代 表 質 問

【
森
岡
】
１
期
目
を
振

り
返
っ
て
、
医
療
・
福

祉
・
健
康
政
策
に
つ
い

て
、
ご
自
身
で
の
評
価

を
う
か
が
う
。

【
市
長
】
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
の
対
応
で
は
、

市
内
医
療
機
関
と
の
連

携
に
よ
り
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
体
制
が
構
築
で
き

た
こ
と
は
成
果
の
一
つ

と
認
識
す
る
。

【
森
岡
】
Ｈ
Ｐ
Ⅴ
ワ
ク

チ
ン
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ

プ
接
種
は
、
今
年
度
で

終
了
す
る
が
、
来
年
度

以
降
は
、
ど
う
さ
れ
る

の
か
。

【
市
長
】キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ

プ
接
種
の
継
続
に
つ
い

て
は
、
県
市
長
会
議
で

国
へ
継
続
要
望
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

【
森
岡
】
10
月
か
ら
65

才
以
上
の
高
齢
者
を
対

象
に
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
の
定
期
接
種
が
始

ま
る
。
新
し
く
認
可
さ

れ
た
レ
プ
リ
コ
ン
は
、

開
発
し
た
ア
メ
リ
カ
や

治
験
を
行
っ
た
ベ
ト
ナ

ム
で
も
認
可
さ
れ
て
い

な
い
。
薬
害
に
対
す
る

市
長
の
見
解
は
。

【
市
長
】
市
町
村
で
は
、

検
証
・
責
任
は
と
れ
な

い
。
健
康
被
害
が
出
た

場
合
は
、
国
の
救
済
制

度
の
活
用
を
含
め
、
副

反
応
な
ど
の
情
報
は
、

提
供
し
て
い
き
た
い
。

【
森
岡
】
２
期
目
の
公

約
に
小
中
学
校
の
再
編

と
市
庁
舎
の
建
て
替
え

を
掲
げ
て
い
る
が
、
そ

の
投
資
時
期
や
手
法
、

ま
た
投
資
額
な
ど
は
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

【
市
長
】
現
在
、
庁
内

ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
で

検
討
し
て
お
り
、
基
本

的
な
考
え
方
を
ま
と

め
、
で
き
る
限
り
早
期

に
構
想
の
素
案
を
作
成

し
た
い
。

【
森
岡
】
市
庁
舎
の
建

て
替
え
と
小
中
学
校
再

編
を
同
時
に
行
う
の

は
、
財
政
的
に
難
し
い

と
思
う
。
財
政
的
な
観

点
か
ら
、
民
間
の
施
設

（
ホ
テ
ル
・
銀
行
・
郵

便
局
・
国
や
県
な
ど
の

出
先
機
関
・
商
工
会
議

所
・
コ
ン
ビ
ニ
・
病
院

な
ど
の
利
便
施
設
）
と

の
複
合
施
設
と
し
て
賃

貸
収
入
を
見
込
め
る
よ

う
な
新
し
い
発
想
や
ア

イ
デ
ィ
ア
を
募
っ
て
、

民
間
投
資
を
促
し
て
み

て
は
ど
う
か
。

【
市
長
】
県
の
西
部
総

合
事
務
所
３
号
館
も
設

計
・
建
築
・
維
持
管
理

も
一
括
発
注
し
て
効
率

化
を
は
か
っ
て
い
る
。

本
市
の
水
木
し
げ
る
記

念
館
も
民
間
活
力
を
活

用
し
た
。
済
生
会
病
院

と
の
合
築
な
ど
も
検
討

に
値
す
る
と
考
え
る
。

医療・福祉・
健康政策の自己評価を

公共施設建設に
民間投資を促しては

民間活力を活用してリニューアルした
水木しげる記念館

市長 医療機関と連携し、
ワクチン接種体制を構築

予防接種健康被害救済制度
厚⽣労働省 令和６年度第１回予防接種に関する

自治体説明会　資料より抜粋

市長 民間施設との複合などは
検討するに値する

©️水木プロ

会派　きょうどう会派　きょうどう
森岡　俊夫　議員森岡　俊夫　議員
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【
森
岡
】
原
子
力
災
害

避
難
訓
練
に
障
が
い
者

や
高
齢
者
な
ど
介
護
を

要
す
る
「
避
難
困
難
当

事
者
」
に
も
実
際
に
参

加
し
て
も
ら
っ
て
は
ど

う
か
。

【
市
長
】
こ
れ
ま
で
は
、

訓
練
参
加
者
に
車
い
す

や
ア
イ
マ
ス
ク
を
着
用

し
て
の
避
難
を
実
施
し

て
き
た
が
、今
年
度
は
、

当
事
者
の
方
に
も
参
加

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

準
備
を
進
め
る
。

【
森
岡
】
島
根
原
発
に

対
応
す
る
避
難
道
路
に

つ
い
て
は
、
丸
山
島
根

県
知
事
も
国
の
責
任
に

お
い
て
、
一
刻
も
早
く

建
設
す
る
よ
う
訴
え
て

い
る
。
中
海
・
宍
道
湖
・

大
山
圏
域
市
長
会
の
要

望
事
項
で
あ
る「
米
子・

境
港
間
高
規
格
道
路
」

は
、
原
発
事
故
災
害
時

の
避
難
道
路
と
し
て
の

役
割
を
果
た
す
も
の
と

考
え
る
。
国
へ
の
要
望

に
あ
た
っ
て
は
、
原
子

力
災
害
避
難
道
路
と
し

て
の
位
置
づ
け
を
盛
り

込
ん
で
は
ど
う
か
と
考

え
る
が
。

【
市
長
】
リ
ス
ク
を
抱

え
て
い
る
地
域
と
し

て
、
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
は
重
要
で
あ

り
、
避
難
道
路
の
観
点

も
含
め
、
国
へ
引
き
続

き
要
望
す
る
。

原発事故避難道路を
国へ要望しては

避難行動要支援者の避難訓練の様子

避難道路の観点も含め、
国へ要望する市長

代 表 質 問

小中学校再編計画の
最終期限は
教育長 来年中に素案を、

令和 9年度に再編計画を

令和 5 年度　境港市小・中学校児童生徒数
令和 5 年 10 月 31 日現在

【
森
岡
】
小
中
学
校
再

編
計
画
の
協
議
内
容
を

う
か
が
う
。

【
教
育
長
】
令
和
７
年

度
中
の
市
民
説
明
会
を

経
て
、
パ
ブ
コ
メ
を
実

施
。
そ
の
後
、
令
和
９

年
度
に
、（
仮
称
）
学

校
再
編
計
画
策
定
審
議

会
で
、
再
編
計
画
を
ま

と
め
て
い
く
。

【
森
岡
】
小
中
学
校
再

編
を
学
力
向
上
の
た
め

の
学
習
環
境
を
整
え
る

き
っ
か
け
と
す
べ
き
と

思
う
が
。

【
教
育
長
】
学
力
・
学

習
状
況
調
査
の
結
果
、

本
市
の
学
力
は
、
全
国

を
下
回
る
。
こ
れ
か
ら

の
子
ど
も
た
ち
に
は
、

「
こ
と
ば
の
力
」
を
育

み
、
探
求
す
る
力
を
つ

け
て
も
ら
い
た
い
。

【
森
岡
】
学
力
向
上
に

向
け
て
は
、
子
ど
も
た

ち
が
自
主
的
に
学
習
・

勉
強
意
欲
の
動
機
づ
け

と
な
る
よ
う
な
新
し
い

教
育
を
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
る
。
教
育
長
の
考
え

は
。

【
教
育
長
】
新
し
い
小

中
学
校
再
編
を
す
る
際

は
、
規
模
な
ど
の
量
の

問
題
だ
け
で
な
く
、
教

育
の
中
身
・
質
を
変
え

る
チ
ャ
ン
ス
と
も
と
ら

え
て
い
る
。
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関 連 質 問

【
米
村
】
令
和
３
、４
、

５
年
の
３
年
間
の
出
生

数
は
合
計
で
５
５
７
人

と
な
っ
て
お
り
、
中
学

校
は
１
校
体
制
で
も
良

い
の
で
は
な
い
か
。
本

市
の
面
積
を
考
慮
す
れ

ば
、
自
転
車
通
学
で
市

内
全
域
か
ら
の
通
学
は

十
分
可
能
だ
。

　

中
学
校
の
統
合
は
、

市
の
中
央
部
に
位
置
す

る
第
二
中
学
校
へ
統
合

し
て
は
ど
う
か
。
第
一

段
階
と
し
て
、
第
一
中

学
校
を
統
合
し
、
大
規

模
改
修
を
終
え
て
間
も

な
い
、
第
三
中
学
校
を

最
終
的
に
統
合
す
る
と

い
っ
た
よ
う
に
、
他
の

中
学
校
の
建
て
替
え
時

期
を
考
慮
し
て
、
段
階

的
に
統
合
す
る
の
が
自

然
で
は
な
い
か
。

【
教
育
長
】
中
学
校
１

校
体
制
に
つ
い
て
は
、

選
択
肢
の
１
つ
と
し
て

検
討
し
て
い
る
。
幅
広

い
世
代
の
多
く
の
方
か

ら
の
意
見
を
聞
き
、
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、

現
在
考
え
て
い
る
４

つ
の
パ
タ
ー
ン
の
ど
れ

が
良
い
の
か
、
学
校
の

仕
組
み
は
義
務
教
育
学

校
、
ま
た
は
小
学
校
と

中
学
校
が
あ
る
の
が
良

い
の
か
な
ど
を
検
討
し

て
、
来
年
度
中
に
素
案

を
ま
と
め
た
い
。

【
米
村
】
伊
達
市
政
２

期
目
の
重
点
方
針
の
１

つ
に
「
市
庁
舎
の
建
て

替
え
」
が
あ
る
。　

　
建
て
替
え
場
所
の
選

定
な
ど
の
、
基
本
的
な

考
え
方
を
問
う
。

【
市
長
】
現
市
庁
舎
の

敷
地
内
に
は
、
防
災
の

拠
点
で
も
あ
る
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、

災
害
発
生
時
に
は
、
そ

の
建
物
内
の
災
害
対
策

本
部
室
に
職
員
が
参
集

し
、
災
害
へ
の
応
急
対

策
な
ど
を
行
う
こ
と
か

ら
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

に
近
接
す
る
場
所
を
候

補
の
１
つ
と
想
定
し
て

い
る
。
今
後
、
建
て
替

え
場
所
を
検
討
す
る
に

あ
た
っ
て
は
、
現
在
地

の
場
合
は
、
仮
庁
舎
の

設
置
や
窓
口
機
能
の
集

約
な
ど
を
、
現
在
地
か

ら
移
転
す
る
場
合
は
、

市
民
の
利
便
性
を
踏
ま

え
た
場
所
の
選
定
や
跡

地
の
利
活
用
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
な
ど
を

整
理
、
集
約
の
上
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど

も
考
察
し
、
検
討
を
重

ね
る
こ
と
が
必
要
だ
。

　
市
庁
舎
建
設
の
基
本

構
想
は
、
市
民
と
市
職

員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な

ど
で
機
能
・
諸
条
件
を

整
理
し
策
定
す
る
。

本市の学校再編の
最終的な形は

新庁舎建設の
基本的な考え方は

建築後６０年以上が経過し
建て替えが検討される本市の庁舎

本市にある３つの中学校、６つの小学校の
再編成が協議されています。
（写真は第二中学校校舎）

米村　一三　議員米村　一三　議員
会派　きょうどう会派　きょうどう

来年度中に素案を
まとめたい教育長

諸課題などを考慮し、
検討を重ねる市長
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各 個 質 問

公明党公明党
田口　俊介　議員田口　俊介　議員

軟骨伝導イヤホンの
窓口への導入を

鳥取県も 7 月に「感震ブレーカー普及協議会」
を設立し、家庭の標準装備に取り組んでいる。

感震ブレーカー
設置へ補助創設を！

【
田
口
】
感
震
ブ
レ
ー

カ
ー
設
置
へ
の
補
助
制

度
の
創
設
を
改
め
て
提

案
す
る
が
、
ど
う
か
。

【
市
長
】
12
月
の
補
正

予
算
に
上
程
し
た
い
と

考
え
る
。

【
田
口
】
土ど

嚢の
う

の
備
蓄

場
所
の
周
知
や
、運
搬・

取
り
扱
い
が
容
易
な
吸

水
土
嚢
や
水
嚢
袋
、
パ

ネ
ル
型
止
水
板
な
ど
の

備
蓄
も
必
要
で
は
。
ま

た
、
家
庭
で
備
蓄
す
る

際
の
補
助
も
検
討
を
。

【
市
長
】
備
蓄
場
所
に

つ
い
て
は
広
報
・
周
知

に
努
め
る
。
提
案
に
つ

い
て
は
止
水
性
や
費
用

対
効
果
を
検
証
し
、
他

市
の
状
況
や
補
助
制
度

も
含
め
調
査
し
た
い
。

と
課
題
は
。

【
市
長
】
補
聴
器
購
入

費
助
成
事
業
の
利
用
者

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
本
事

業
の
利
用
者
の
多
く
が

生
活
の
質
が
上
が
っ
た

と
あ
り
、
一
定
の
効
果

が
出
て
い
る
と
考
え

る
。
ま
た
聴
こ
え
の
相

談
会
は
５
月
か
ら
開
始

し
、
10
月
ま
で
の
予
約

は
い
っ
ぱ
い
で
広
報
が

浸
透
し
つ
つ
あ
る
。

【
田
口
】
本
市
で
も
軟

骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
の
導

入
を
考
え
る
べ
き
と
思

う
が
。

【
市
長
】
導
入
し
た
近

隣
自
治
体
の
状
況
を
見

な
が
ら
検
討
し
た
い
。

【
田
口
】
校
内
教
育
支

援
セ
ン
タ
ー
設
置
促
進

の
文
部
科
学
省
の
方
針

に
つ
い
て
、
県
・
市
の

受
け
止
め
は
。

【
教
育
長
】
県
教
育
委

員
会
も
拡
充
を
検
討
す

る
と
の
こ
と
。
本
市
に

お
い
て
も
ま
ず
は
全
中

学
校
に
設
置
し
、
状
況

に
応
じ
小
学
校
へ
の
配

置
も
検
討
し
た
い
。

【
田
口
】
市
内
に
開
校

し
た
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

が
県
の
認
定
校
と
な
っ

た
こ
と
を
受
け
、
利
用

補
助
制
度
の
創
設
へ
の

検
討
状
況
は
。

【
教
育
長
】
通
所
費
、

交
通
費
、
実
習
費
の
一

部
助
成
の
た
め
に
今
議

会
に
追
加
提
案
す
る
。

【
田
口
】
聴
こ
え
の
総

合
支
援
の
現
状
の
成
果

気軽に使えて、聞こえにくさを
軽減する集音器つきイヤホン。

ＦＳ※利用助成制度の
検討状況は　※フリースクールの略

１２月の補正予算に
上程したい市長

今議会に追加で
補正予算を提出する

導入自治体の利用状況を
見ながら検討する

教育長

市長
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各 個 質 問

市長

会派　自由未来会派　自由未来
加藤　文治　議員加藤　文治　議員

中学校歴史教科書の
選択方法は

市庁舎の建替と
大規模改修の検証は

建築後 63 年経過している市庁舎

令和書籍発行の「国史教科書第７版」

【
加
藤
】
本
年
度
は
４

年
に
１
回
行
わ
れ
る
公

立
教
科
書
の
採
択
年
度

で
、
中
学
校
の
歴
史
教

科
書
は
、
現
在
、
帝
国

書
院
が
発
行
す
る
「
社

会
科
中
学
生
の
歴
史
日

本
の
歩
み
と
世
界
の
動

き
」
が
使
用
さ
れ
て
い

る
。
本
年
度
、
採
択
さ

れ
る
公
立
中
学
校
の
歴

史
教
科
書
に
つ
い
て
は

幅
広
く
市
民
の
意
見
を

取
り
入
れ
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
、
見
解
を
う

か
が
う
。

【
教
育
長
】
採
択
地
区

協
議
会
の
協
議
結
果
を

も
と
に
、
市
教
育
委
員

会
の
非
公
開
の
会
議
を

開
き
、
採
択
教
科
書
が

決
定
さ
れ
る
。
関
心
を

持
っ
て
内
容
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、
教
科
書

展
示
会
を
行
い
、
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
情
報
提

供
し
て
い
る
。

【
加
藤
】
各
教
育
長
、

校
長
代
表
２
名
、
保
護

者
２
名
、
ア
ン
ケ
ー
ト

11
枚
で
は
少
な
い
と
思

う
。
幅
広
く
意
見
を
取

り
入
れ
自
虐
史
観
を

な
く
す
正
し
い
歴
史
教

科
書
を
使
用
し
て
ほ
し

い
。

【
教
育
長
】
今
後
、
理

解
が
深
ま
り
、
そ
の
よ

う
な
声
が
高
ま
れ
ば
変

わ
っ
て
行
く
と
思
う
。

【
加
藤
】
所
信
表
明
に

お
い
て
市
庁
舎
建
て
替

え
の
話
が
あ
り
、
市
庁

舎
は
こ
れ
ま
で
耐
震
補

強
工
事
や
設
備
改
修
を

行
っ
て
き
た
。
建
築
か

ら
63
年
経
過
し
老
朽
化

が
進
ん
で
い
る
。
新
庁

舎
の
建
築
規
模
や
場
所

な
ど
、
庁
舎
建
て
替
え

計
画
の
素
案
を
早
く
作

成
し
、
市
民
や
事
業
者

と
意
見
交
換
を
行
っ
た

上
で
、
建
て
替
え
計
画

を
ま
と
め
て
い
く
と
言

わ
れ
た
。
市
長
は
建
て

替
え
あ
り
き
で
計
画
を

進
め
よ
う
と
さ
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
建

て
替
え
と
大
規
模
改
修

の
費
用
対
効
果
を
検
証

し
、
大
規
模
修
繕
工
事

を
行
い
、
長
く
使
用
す

る
考
え
は
な
い
か
。

【
市
長
】
施
設
を
新
た

に
建
設
す
る
費
用
、
大

規
模
改
修
と
改
修
後
の

維
持
管
理
費
用
の
総
額

と
の
比
較
を
行
う
。
ま

た
、
人
口
減
少
や
脱
炭

素
社
会
を
見
据
え
た
庁

舎
の
適
切
な
規
模
の
考

察
、省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
向

上
、
事
務
効
率
化
な
ど

を
検
証
し
た
上
で
整
備

方
法
を
ま
と
め
た
い
。

今後、費用を比較し
整備方法をまとめる

市長 教科用図書を共同選択で
予定している教育長
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各 個 質 問

まだ避難計画の
実効性は低いのでは

【
安
田
】
避
難
計
画
の

必
要
性
を
理
解
し
、
原

発
事
故
は
起
こ
り
う
る

と
認
識
す
れ
ば
、
原
発

子
力
防
災
会
議
で
了
承

さ
れ
た
の
は
「
原
子
力

災
害
対
策
指
針
に
照
ら

し
、
具
体
的
か
つ
合
理

的
」と
い
う
こ
と
で「
実

効
性
」
で
は
な
い
。
避

難
計
画
の
周
知
が
十
分

で
な
い
現
段
階
は
、
実

効
性
は
低
い
の
で
は
。

【
市
長
】
こ
の
避
難
計

画
で
放
射
線
被
ば
く
も

で
き
る
だ
け
避
け
ら
れ

る
。
落
ち
着
い
て
行
動

で
き
る
よ
う
に
理
解
を

深
め
る
活
動
を
繰
り
返

す
の
が
避
難
計
画
の
実

効
性
を
高
め
る
最
善
の

策
だ
と
思
っ
て
い
る
。

は
必
要
か
と
疑
問
に
思

う
人
が
増
え
る
と
思

う
。
市
長
も
新
聞
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
「
原
発
は

段
階
的
に
減
ら
す
。
原

子
力
発
電
へ
の
依
存
か

ら
可
能
な
限
り
早
く
脱

却
す
る
」
と
答
え
た
。

そ
の
意
思
を
は
っ
き
り

示
し
て
も
ら
い
た
い
。

【
市
長
】
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
で

１
０
０
％
ま
か
な
え
る

の
が
一
番
良
い
が
、
先

は
長
い
の
で
、
現
実
的

な
と
こ
ろ
で
原
発
の
再

稼
働
に
同
意
し
た
。

【
安
田
】
内
閣
府
の
原

島根原子力館からのぞむ島根原発

オンデマンドバス
運行を白紙に

利便性の高い公共交通へ　
最善の方法を検討

車いすで気軽に外出できる公共交通へ

無所属（日本共産党）無所属（日本共産党）
安田　共子　議員安田　共子　議員

【
安
田
】
オ
ン
デ
マ
ン

ド
バ
ス
運
行
と
、
は
ま

る
ー
ぷ
バ
ス
廃
止
は
白

紙
に
も
ど
す
こ
と
は
で

き
な
い
の
か
。

【
市
長
】
白
紙
に
も
ど

す
考
え
は
な
い
。
よ
り

利
便
性
の
高
い
公
共
交

通
を
提
供
す
る
た
め
、

オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
運

行
実
施
に
向
け
、
最
善

の
方
法
を
検
討
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

白
紙
に
も
ど
す
に
は
、

国
の
補
助
金
、
予
定
し

て
い
た
新
車
の
リ
ー

ス
、
は
ま
る
ー
ぷ
バ
ス

の
運
転
手
確
保
な
ど
課

題
が
あ
る
。

【
安
田
】
市
民
か
ら
の

不
満
や
疑
問
に
ど
う
こ

た
え
る
か
。
先
行
自
治

体
で
の
対
応
例
は
。

【
産
業
部
長
】
障
が
い

者
の
作
業
所
通
所
に

は
、
１
週
間
分
の
予
約

を
取
る
と
い
う
事
例
も

あ
る
。
施
設
、
医
療
機

関
、
店
舗
な
ど
で
の
代

理
予
約
の
お
手
伝
い
を

依
頼
す
る
。

【
安
田
】
車
い
す
利
用

者
や
障
が
い
者
の
タ
ク

シ
ー
利
用
へ
の
助
成
拡

充
も
検
討
を
。

【
産
業
部
長
】
車
い
す

利
用
に
は
運
転
手
が
介

助
す
る
。
タ
ク
シ
ー
料

金
に
つ
い
て
は
研
究
し

て
い
き
た
い
。

市長 理解を深める活動を繰り返し
実効性を高める

市長
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建設部長

各 個 質 問

【
吉
井
】
３
Ｄ
都
市
モ

デ
ル
に
、
土
地
や
建
物

利
用
情
報
を
付
加
し
、

現
在
の
都
市
デ
ー
タ
な

ど
と
重
ね
合
わ
せ
る

と
、
都
市
構
造
を
可
視

化
す
る
こ
と
が
で
き
、

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
を
は

じ
め
と
し
た
都
市
計
画

DX
を
進
め
る
こ
と
も
可

能
に
な
る
。
境
港
市
３

Ｄ
都
市
モ
デ
ル
の
活
用

方
法
と
し
て
、
浸
水
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
以
外

で
の
活
用
の
考
え
は
。

【
市
長
】
３
Ｄ
都
市
モ

デ
ル
を
さ
ま
ざ
ま
な
目

的
で
活
用
す
る
に
は
、

新
た
な
デ
ー
タ
の
収
集

や
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
行
う
た
め
の
ツ
ー
ル

作
成
が
必
要
。
そ
の
分

コ
ス
ト
が
か
か
る
の

で
、
浸
水
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
以
外
で
の
活
用

の
予
定
は
な
い
。

【
吉
井
】
３
Ｄ
都
市
モ

デ
ル
は
、人
流
や
交
通・

物
流
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
も
で
き
る
。
今

後
、
立
地
適
正
化
計

画
な
ど
に
活
用
の
考
え

は
。

【
建
設
部
長
】
今
後
に

つ
い
て
は
、
具
体
的
な

活
用
法
は
考
え
て
い
な

い
が
、
３
Ｄ
都
市
モ
デ

ル
の
研
修
の
受
講
や
、

他
市
の
事
例
も
参
考
に

研
究
を
行
っ
て
い
く
。

【
吉
井
】
本
年
度
か
ら
、

外
江
小
学
校
と
第
二
中

学
校
で
の
プ
ー
ル
授
業

を
試
験
的
に
市
民
温
水

プ
ー
ル
で
行
っ
て
お
り
、

来
年
度
以
降
は
、
全
小

中
学
校
で
の
プ
ー
ル
授

業
移
行
を
実
施
す
る
計

画
だ
。
各
小
中
学
校
の

プ
ー
ル
が
不
要
と
な
り

解
体
す
る
場
合
、
各
地

域
の
防
火
水
槽
と
し
て

の
役
割
を
補
う
体
制
は

整
っ
て
い
る
の
か
。

【
市
長
】
各
小
中
学
校
の

プ
ー
ル
を
解
体
し
た
場

合
、
消
防
水
利
が
不
足

す
る
か
境
港
消
防
署
に

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
小

学
校
６
校
に
つ
い
て
は
、

周
辺
の
消
火
栓
や
防
火

水
槽
に
よ
り
基
準
を
満

た
し
て
い
た
。
し
か
し
、

上
道
小
学
校
の
プ
ー
ル

を
解
体
し
な
い
状
態
で

も
、
境
高
等
学
校
の
一

部
で
基
準
を
満
た
し
て

い
な
い
こ
と
が
判
明
し

た
。
中
学
校
３
校
に
つ

い
て
は
、
３
校
全
て
で

校
舎
や
体
育
館
の
一
部

が
基
準
以
下
に
な
る
こ

と
を
確
認
し
た
。

　
今
回
判
明
し
た
境
高

等
学
校
周
辺
に
は
、
基

準
を
充
足
す
る
水
利
を
、

中
学
校
３
校
に
は
、
解

体
に
合
わ
せ
必
要
な
消

火
栓
を
設
置
す
る
。

３Ｄ都市モデルの
今後の活用方法は

プール解体後の
防火水槽の役割は

使用しなくなって水が入っていない
第二中学校のプール

浸水シミュレーション
以外での活用はない

３Ｄ都市モデルを用いた
「国土交通プラットフォーム」のイメージ

国土交通省資料より

市長 境高等学校周辺では
基準を満たしていない

吉井　　巧　議員吉井　　巧　議員
会派　自由未来会派　自由未来
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各 個 質 問

伊藤　康弘　議員伊藤　康弘　議員
会派　自由未来会派　自由未来

本市の道路不具合通報
アプリ導入は

【
伊
藤
】
国
土
交
通
省

は
本
年
３
月
29
日
よ
り

全
国
の
道
路
を
対
象
に

し
た
道
路
緊
急
ダ
イ
ヤ

報
ア
プ
リ
に
本
市
も
登

録
し
て
お
り
、
市
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ア
プ

リ
の
広
報
と
周
知
を
は

か
り
た
い
。

　
さ
ら
に
、
現
在
、
導

入
を
検
討
し
て
い
る
も

の
と
し
て
は
建
設
工
事

な
ど
契
約
関
係
書
類
の

提
出
な
ど
で
活
用
し
て

い
る
「
と
っ
と
り
電
子

申
請
サ
ー
ビ
ス
」
に
鳥

取
県
が
今
後
、
予
定
し

て
い
る
位
置
情
報
を
添

付
で
き
る
機
能
が
追
加

さ
れ
れ
ば
、
道
路
通
報

サ
ー
ビ
ス
を
加
え
た
い

と
考
え
て
い
る
。

ル
（
＃
９
９
１
０
）
の

ラ
イ
ン
公
式
ア
カ
ウ
ン

ト
の
運
用
を
開
始
し
て

い
る
が
、
独
自
で
ラ
イ

ン
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を

活
用
し
た
道
路
通
報
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い

る
自
治
体
も
あ
る
。
今

後
、本
市
へ
の
導
入
は
。

【
市
長
】
道
路
の
不
具

合
な
ど
の
通
報
は
兵

庫
県
加
古
川
市
の
よ

う
な
道
路
に
特
化
し
た

ア
プ
リ
を
導
入
す
る
予

定
は
な
い
が
、
誰
で
も

利
用
で
き
る
国
土
交
通

省
道
路
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル

（
＃
９
９
１
０
）
の
通

道路緊急ダイヤル（＃９９１０）
のラインアカウント
( 出典：国土交通省 )

予防接種健康被害救済
制度の周知は

広報、周知を
さらに拡充する

医師に相談する男性（イメージ）

【
伊
藤
】
ワ
ク
チ
ン
の

定
期
接
種
、
特
例
臨

時
接
種
の
接
種
者
の

中
で
、
接
種
に
よ
っ
て

障
が
い
が
残
る
な
ど
の

健
康
被
害
が
生
じ
た
場

合
、
国
の
「
予
防
接
種

健
康
被
害
救
済
制
度
」

が
あ
る
。
本
市
の
周
知

状
況
は
ど
う
か
。

【
市
長
】
こ
の
制
度
に

関
す
る
周
知
は
、
乳
幼

児
の
予
防
接
種
で
は
出

生
後
の
手
続
き
の
際
に

一
人
ひ
と
り
に
冊
子
を

配
布
し
説
明
を
し
て
い

る
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種

に
つ
い
て
は
接
種
券
に

同
封
す
る
説
明
書
に
こ

の
制
度
に
つ
い
て
記
載

し
て
お
り
、
今
年
度
も

同
様
の
方
法
で
周
知
し

て
い
る
。

【
伊
藤
】
こ
の
制
度
に

つ
い
て
市
報
や
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
の
広
報
が

少
な
い
の
で
は
。

【
福
祉
保
健
部
長
】
市

報
で
の
広
報
が
あ
ま
り

で
き
て
い
な
い
た
め
、

今
後
検
討
し
た
い
。
ま

た
、
こ
の
制
度
の
紹
介

を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
さ
ら
に
周
知
を
は
か

り
、
今
ま
で
以
上
に
市

民
へ
の
周
知
に
努
め
た

い
。

市長 既存の国の道路通報アプリを
活用し周知する

福祉保健部長
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各 個 質 問

狭あい道路拡幅事業のイメージ
（空き家除却時・増改築時）

現在の境港市内小中学校の配置図

【
荒
井
】
本
市
の
小
中

学
校
再
編
計
画
の
進
捗

を
う
か
が
う
。

【
教
育
長
】
令
和
６
年

度
以
降
、
教
職
員
や
Ｐ

Ｔ
Ａ
と
児
童
生
徒
へ
聞

き
取
り
を
し
、
市
民

説
明
会
を
実
施
す
る
。

（
仮
）
学
校
再
編
計
画

策
定
審
議
会
を
予
定

し
、
令
和
９
年
度
に
再

編
計
画
を
ま
と
め
る
。

【
荒
井
】
人
口
減
少
下
、

複
数
ク
ラ
ス
と
教
育
の

質
を
上
げ
る
観
点
か

ら
、
30
人
学
級
よ
り
少

人
数
の
15
人
学
級
が
考

え
ら
れ
る
。

　
再
編
計
画
は
検
討
が

必
要
。
教
育
長
の
見
解

は
。

【
教
育
長
】
関
係
法
令

に
よ
り
難
し
い
。
ま
た

短
所
・
長
所
も
あ
り
、

教
員
確
保
も
大
き
な
困

難
が
生
じ
る
。

【
荒
井
】
再
編
に
か
か

る
財
源
、
各
校
に
か
か

わ
る
社
会
関
係
資
本
に

つ
い
て
の
考
え
を
う
か

が
う
。

【
教
育
長
】
市
債
と
一

般
財
源
、
文
科
省
の
補

助
金
を
活
用
す
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
り
、

小
学
校
合
併
の
場
合

は
、
関
係
資
本
を
拡
げ

る
必
要
が
あ
る
。

【
荒
井
】
空
き
家
対
策

の
成
果
と
自
治
会
な
ど

と
の
連
携
に
つ
い
て
う

か
が
う
。

【
市
長
】
令
和
３
年
度

か
ら
空
き
家
対
策
を
強

化
、
空
き
家
関
連
補
助

金
１
５
０
件
、
独
自
に

空
き
家
調
査
を
実
施
し

て
い
る
自
治
会
で
、
狭

あ
い
道
路
の
解
消
事
案

も
あ
る
。

【
荒
井
】
空
き
家
除
却

支
援
補
助
金
の
申
請
時

に
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
を
条

件
と
し
、
増
加
す
る
空

き
家
と
狭
あ
い
道
路
対

策
を
同
時
に
進
め
る
方

法
が
有
効
と
考
え
る
。　

　
沿
道
で
空
き
家
が
複

数
発
生
し
た
場
合
、
狭

あ
い
道
路
の
路
線
設
定

を
協
議
し
、
拡
幅
す
る

方
法
は
な
い
か
。

【
市
長
】
空
き
家
除
却

申
請
時
に
土
地
の
寄
付

は
な
い
。

【
荒
井
】
家
を
建
て
た

段
階
で
は
、
自
宅
は
大

切
な
財
産
だ
が
、
住

ま
な
く
な
っ
た
段
階

で
、
空
き
家
（
負
の
財

産
）
と
な
る
。
そ
う
な

ら
な
い
よ
う
、
住
み
継

ぎ
ノ
ー
ト
な
ど
を
活
用

し
、
検
討
す
る
こ
と
が

重
要
で
は
。

【
市
長
】住
み
継
ぎ
ノ
ー

ト
の
広
報
は
実
施
予
定

で
あ
る
。

学校統合で地域の
社会関係資本は

小学校の合併時に
社会関係資本を拡げる必要

会派　自由未来会派　自由未来
荒井　秀行　議員荒井　秀行　議員

空き家除却と
狭あい道路解消対策は

自治会と協力し、
狭あい道路の解消に努める市長

教育長
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各 個 質 問

保育士・保健師の
役割と構成は

　
子
育
て
支
援
を
充
実

す
る
に
は
、
保
育
士
・

保
健
師
の
役
割
は
不
可

欠
で
は
。

　
本
市
の
保
育
士
・
保

健
師
の
役
割
と
人
員
構

成
を
う
か
が
う
。

【
市
長
】
保
育
士
は
、

保
育
園
や
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
に
配
置
し
、

入
園
児
童
の
保
育
、
保

護
者
に
対
す
る
支
援

の
ほ
か
、
支
援
が
必
要

な
家
庭
や
配
慮
の
必
要

な
園
児
に
対
応
。
公
立

保
育
園
に
は
正
規
職
員

25
名
、
会
計
年
度
任
用

職
員
が
57
名
。
支
援
セ

ン
タ
ー
に
７
名
配
置
し

て
い
る
。
ネ
ウ
ボ
ラ
に

関
係
す
る
保
健
師
は
正

規
職
員
９
名
、
会
計
年

度
任
用
職
員
２
名
で
あ

り
、
妊
娠
期
か
ら
子
育

て
期
に
家
庭
に
寄
り

添
っ
た
支
援
や
成
長
発

達
・
療
育
の
支
援
、
各

種
健
康
診
査
や
予
防
接

種
な
ど
の
業
務
を
し
て

い
る
。

【
松
本
】
保
育
士
不
足

の
原
因
を
調
査
し
た
の

か
う
か
が
う
。

【
福
祉
保
健
部
長
】
責

任
が
重
い
割
に
給
与
面

が
低
い
、
休
み
が
取
れ

な
い
の
も
原
因
と
考
え

て
い
る
。

【
松
本
】
以
前
の
一
般

質
問
に
て
ネ
ウ
ボ
ラ
に

つ
い
て
う
か
が
っ
た
。

ドローンを活用した消防団の力向上モデル事業　
栃木県　市貝町消防団

総務省ホームページより

子ども未来戦略 MAP
子ども家庭庁ホームページより

【
松
本
】
地
域
防
災
力

の
強
化
を
は
か
っ
て
い

る
専
門
的
な
知
識
や
資

格
を
有
す
る
団
員
や
職

員
が
、
専
門
的
な
部
署

を
構
築
で
き
る
の
で
は

と
以
前
質
問
し
た
。

　
消
防
団
に
ド
ロ
ー
ン

部
隊
を
設
置
す
る
利
点

は
、
災
害
時
の
状
況
を

ド
ロ
ー
ン
の
カ
メ
ラ

で
、
迅
速
か
つ
正
確
に

把
握
し
、
情
報
を
共
有

で
き
る
点
に
あ
る
。
ま

た
、
原
子
力
災
害
時
の

道
路
交
通
の
状
況
把
握

な
ど
に
も
有
益
と
考
え

る
。
ド
ロ
ー
ン
部
隊
の

設
置
を
消
防
団
本
部
と

検
討
し
て
は
ど
う
か
。

【
市
長
】
消
防
団
本
部

に
確
認
し
た
が
、
災
害

時
の
活
動
を
考
慮
し
、

消
防
団
員
が
ド
ロ
ー
ン

を
利
用
す
る
可
能
性
は

低
い
。
ド
ロ
ー
ン
購
入

や
設
置
の
考
え
は
な

い
。

【
松
本
】
消
防
団
へ
の

ド
ロ
ー
ン
導
入
補
助
事

業
、
消
防
団
設
備
費
補

助
金
が
あ
る
。
運
用
に

関
し
て
は
、
有
益
で
あ

る
と
思
う
が
。

【
市
長
】
効
果
は
さ
ま

ざ
ま
あ
る
が
、
引
き
続

き
、
消
防
団
と
話
は
し

て
い
く
。
し
か
し
、
消

防
団
で
は
、
導
入
の
予

定
は
な
い
。

松本　晶彦　議員松本　晶彦　議員
会派　自由未来会派　自由未来

消防団に
ドローン部隊の設置を
市長 ドローン部隊の設置は

考えていない

切れ目なく家庭に
寄り添う支援をしている市長
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各 個 質 問

景山　　憲　議員景山　　憲　議員
無所属無所属

【
景
山
】
全
国
各
地
で
、

こ
れ
ま
で
と
違
っ
た
短

時
間
に
集
中
豪
雨
が
発

生
し
、
河
川
の
増
水
に

よ
る
堤
防
決
壊
、
床
下

や
床
上
浸
水
な
ど
、
大

き
な
被
害
が
発
生
し
て

い
る
。
本
市
で
も
、
令

和
３
年
７
月
に
１
時
間

当
た
り
８
０・
５
㎜
の

大
雨
に
よ
り
川
が
溢
れ

た
。
床
上
や
床
下
浸
水

が
あ
っ
た
地
域
を
流
れ

る
新
屋
中
ノ
川
な
ど

と
、
そ
の
周
辺
地
域
に

つ
い
て
、
で
き
る
限
り

早
期
の
改
修
が
必
要
で

あ
る
。
今
後
、
具
体
的

に
計
画
・
改
修
は
ど
の

よ
う
に
進
行
す
る
の
か

う
か
が
う
。

【
市
長
】
現
在
、
雨
水

管
理
総
合
計
画
策
定
業

務
に
お
い
て
、
浸
水
対

策
を
実
施
す
る
優
先
度

の
設
定
や
、
整
備
な
ど

の
具
体
的
な
箇
所
の
選

定
、
実
施
す
る
対
策
に

つ
い
て
の
検
討
を
し
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
に
浸

水
被
害
が
発
生
し
た
水

路
に
つ
い
て
は
、
優
先

度
が
高
く
な
る
見
込
み

で
あ
る
。
計
画
策
定
後

は
、
優
先
度
の
高
い
水

路
か
ら
順
次
に
、
改
修

な
ど
の
必
要
な
整
備
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

【
景
山
】
こ
こ
数
年
異

常
な
暑
さ
が
続
い
て
い

る
。
本
市
職
員
が
家
庭

訪
問
、
草
刈
り
、
道
路

保
全
、
ゴ
ミ
収
集
、
廃

棄
物
処
理
収
集
な
ど
の

業
務
を
行
う
際
に
、
対

応
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
定
め

ら
れ
て
い
る
の
か
う
か

が
う
。
暑
さ
に
対
応
し

た
作
業
用
着
衣
な
ど
の

対
策
は
ど
う
か
、
備
品

と
し
て
整
備
さ
れ
て
い

る
の
か
、
職
員
の
安
全

確
保
に
つ
い
て
う
か
が

う
。

【
市
長
】
夏
場
の
業
務

に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル

な
ど
の
作
成
は
行
っ
て

い
な
い
。
日
陰
や
涼
し

い
場
所
で
の
休
憩
を
挟

む
な
ど
熱
中
症
に
最
大

限
注
意
を
払
っ
て
業
務

を
行
っ
て
い
る
。
草
刈

り
な
ど
の
作
業
で
は
職

員
の
体
調
を
把
握
し
、

無
理
の
な
い
作
業
を
行

う
よ
う
し
て
い
る
。

　
清
掃
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
現
業
職
員
や
道
路
維

持
管
理
担
当
職
員
に
夏

場
作
業
用
の
薄
手
の
作

業
着
を
貸
与
、
送
風

フ
ァ
ン
付
き
作
業
着
も

公
費
購
入
し
貸
与
す
る

な
ど
、
夏
場
作
業
の
暑

さ
軽
減
を
は
か
っ
て
い

る
。

浸水被害のあった川の
早期改修を

職員の夏場作業に
安全対策の徹底を

市長 優先度が高い水路から
必要な整備を進める

送風ファン付き作業着の様子

令和３年７月１２日大雨時の状況

市長 各職場の状況を把握し
適切に行う
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各 個 質 問

情報機器の扱いなど
支援の充実を

認知症発見 QR コードのシール
（スマートフォンで読み込み認知症

行方不明者を特定するしくみ）

ユマニチュードを
市民に広めては

良
好
な
関
係
を
築
き
、

介
護
負
担
の
軽
減
に
つ

な
が
る
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー

ド
を
市
民
講
座
な
ど
で

広
め
て
は
ど
う
か
。

【
市
長
】認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
の
中
で

行
う
認
知
症
の
方
へ
伝

え
る
対
応
方
法
は
、
ユ

マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
の
技
法

と
重
な
る
。

　

今
後
も
理
解
者
を

広
げ
、
幅
広
い
世
代

に
、
認
知
症
施
策
を
推

進
す
る
。
ま
た
、
ユ
マ

ニ
チ
ュ
ー
ド
に
つ
い
て

は
、
家
族
介
護
教
室
に

取
り
入
れ
る
な
ど
、
今

後
研
究
し
て
い
く
。

言
葉
以
外
、
特
に
役
所

文
書
を
音
声
で
聞
い
て

も
理
解
し
づ
ら
い
。
そ

れ
で
必
要
な
支
援
に
た

ど
り
着
け
な
い
こ
と
を
、

支
援
す
る
側
は
理
解
す

る
こ
と
が
必
要
。

　

歩
行
訓
練
や
情
報
機

器
の
扱
い
な
ど
を
充
実

す
る
よ
う
求
め
る
。

【
市
長
】
福
祉
課
で
相

談
が
あ
っ
た
場
合
、
必

要
な
支
援
の
情
報
提
供

と
と
も
に
、
鳥
取
県
視

覚
障
が
い
者
支
援
セ
ン

タ
ー
に
つ
な
ぎ
、
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
今

後
も
必
要
な
支
援
が

届
く
よ
う
情
報
提
供
す

る
。

【
足
田
】
防
災
・
危
機

管
理
部
局
の
女
性
職
員

の
配
置
数
と
今
後
の
増

員
の
予
定
は
。

【
市
長
】
防
災
危
機
管

理
課
に
本
年
か
ら
新
た

に
女
性
の
会
計
年
度
任

用
職
員
を
１
名
配
置
。

　
女
性
の
視
点
か
ら
本

市
の
防
災
を
推
進
す
る

大
変
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
。
新
た
な

女
性
職
員
の
増
員
は
考

え
て
い
な
い
が
、
適

切
な
人
員
配
置
に
努
め

る
。

【
足
田
】
防
災
計
画
策

定
の
防
災
会
議
委
員
の

女
性
の
人
数
は
30
人
中

２
人
と
少
な
い
が
。

【
防
災
監
】
女
性
の
関

係
団
体
な
ど
に
働
き
か

け
る
な
ど
の
工
夫
を
し

た
い
。

【
足
田
】
視
覚
障
が
い

者
は
、
視
覚
の
不
自
由

さ
に
加
え
て
、
日
常
の

米子駅前交差点の信号機にて
視覚障害者が交差点に近づくと、
スマートフォンから音声などで

信号の色を伝えるサポートシステム

防災計画策定の
女性委員が少ないが

家族介護教室に取り入れる
など研究する市長

市長

【
足
田
】
認
知
症
対
策

と
し
て
、
ケ
ア
相
手
と

支援センターにつなぎ
サポートしている

公明党公明党
足田　法行　議員足田　法行　議員

女性関係団体などに
働きかける工夫をしたい防災監
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市民と議会の懇談会開催報告

「市民と議会の懇談会」の開催報告
　今年の「市民と議会の懇談会」は、８月 25日（日）に、みなとテラス（市民交流センター）
にて開催しました。今年は、例年と異なり、休日の日中の時間帯に１会場のみでの開催
でしたが、44名の参加がありました。当日ご参加いただいた皆様、ありがとうございま
した。
　今後も、市民の皆様からの多様な意見や考えを広聴する機会を設け、開かれた議会へ
の取り組みを進めていきます。
　また、今年度中に、再度「市民と議会の懇談会」の開催を計画しておりますので、開
催の折には、多数の皆様のご参加をお待ちしています。

■総務民教委員会　　委員長：平松　謙治
○テーマ：公共施設について（参加者　12名）
　市役所庁舎と小中学校についてなどを中心に、都市計画や土地利用まで、幅広くご意見を
いただくことができました。その中には、今回、テーマについての議会の考えを聞くことが
できると思っていたとのご意見もありました。
　広く皆様の意見を聴くことを主として、この懇談会を開催しましたが、今後、この懇談会
のあり方として、議会としての考えを伝えることも含めた懇談会があってもよいと感じてい
ます。皆様からいただいたご意見を、議会に反映できるよう活動いたします。

■経済厚生委員会　　委員長　吉井　巧
○テーマ：地域公共交通について（参加者　32名）
　令和７年３月で、はまるーぷバスが廃止になることから、このテーマには多くの皆様が関
心をもっておられること、はまるーぷバス廃止の経緯や、次年度から運行される AI デマンド
交通の周知が不足していることを、懇談会を通じて改めて感じました。
　はまるーぷバスから AI デマンド交通への移行は、皆様の利便性向上のための改革でもあり
ます。市は、１月から３月の間に AI デマンド交通の試験運行を実施し、それ以降も市民の皆
様の意見を聴きながら、よりよい AI デマンド交通のあり方というものを考えていくとのこと
です。
　議会としても、委員会で議論をし、市の担当部署とも話をしながら、新しく導入される AI
デマンド交通が、皆様の利便性の向上につながるように、政策提言をしていきます。

常任委員会委員長の所感

※常任委員会委員長の所感は、懇談会当日の発言内容にもとづき、ホームページに掲載している内容
を再編集して、掲載しています。
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【
発
行
責
任
者
】

　議
　長
　
　永
井
　
　章

【
広
報
部
会
】

　部
会
長
　
　足
田
　法
行

　副
部
会
長
　松
本
　晶
彦

　
　
　
　
　
　伊
藤
　康
弘

　
　
　
　
　
　柊
　
　康
弘

　
　
　
　
　
　米
村
　一
三

あ
と
が
き

　
こ
の
度
開
催
さ
れ
た
９
月
定
例
会
は
、
７
月
の

市
長
選
挙
に
お
い
て
、２
期
目
の
市
政
運
営
を
託
さ

れ
た
伊
達
市
長
に
と
っ
て
初
め
て
の
定
例
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
そ
の
初
日
の
所
信
表
明
に
て
、
１
期
目
の
公
約

８
点
に
加
え
、
２
期
目
の
公
約
と
し
て
新
た
に
３
点

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
た
に
示
さ
れ
た
公
約
は
、「
小
中
学
校
の
再

編
」「
市
庁
舎
の
建
て
替
え
」「
地
域
公
共
交
通
の
構

築
」で
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
ら
11
点
の
公
約
を
受
け
て
、各
会
派
と
議
員

が
、一般
質
問
に
て
、市
長
に
対
し
所
見
を
た
だ
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

　一般
質
問
の
内
容
は
こ
の
紙
面
に
て
掲
載
し
て
い

る
ほ
か
、
市
議
会
公
式
Ｙｏｕ
Ｔｕ
ｂｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル

に
て
、動
画
で
も
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
後
、
市
議
会
と
し
ま
し
て
は
、
８
月
に
引
き
続

き
、市
長
の
公
約
か
ら
テ
ー
マ
を
絞
り
、「
地
域
公
共

交
通
」や「
小
中
学
校
の
再
編
」に
つ
い
て
広
く
市
民

の
声
を
拝
聴
し
、今
後
の
政
策
提
言
に
活
か
す
た
め
、

懇
談
会
を
開
催
す
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
お
り
ま

す
。日
程
な
ど
の
詳
細
は
、
後
日
に
告
知
を
い
た
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
ご
参
加
の
上
、
ご
意
見
を
頂

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。　
　
　
　 

　  （
柊
）

遠い初秋のころ 2013年10月　撮影：大濱　博幸　様

落葉 2023年11月　撮影：竹田　誠司　様


